
31 639 437 569 0 0 0 0

　 土地・建物等の使用料・賃借料 35 35 35 35 0 0 0 0

　 施設・設備管理委託料 970 2,379 315 1,221 0 0 0 0

　 その他 0 0 0 0 0 0 0 0

施設に係るコストの合計 1,827 3,293 1,095 2,072 0 0 0 0

　 事業委託費 0 5,596 7,216 4,271 0 0 0 0

　 事業物件費(需用費・役務費等) 463 34 2,519 1,005 0 0 0 0

　 その他 0 1,296 1,479 925 0 0 0 0
事業運営に係るコスト(自主事業以外)の合計 463 6,926 11,214 6,201 0 0 0 0

　 事業委託費 0 0 0 0

　 事業物件費(需用費・役務費等) 0 0 0 0

　 その他 0 0 0 0
事業運営に係るコスト(自主事業分)の合計 0 0 0 0

その他 0 0 0 0

　 人件費 831 963 3,645 1,813 0 0 0 0

人に係るコストの合計 831 963 3,645 1,813 0 0 0 0

②合計 3,121 11,182 15,954 10,086 0 0 0 0

純収支　　　　　①-② -3,121 -11,182 -15,954 -10,086 0 0 0 0

■利用状況 ■施設外観

データ項目 R02(2020) R03(2021) R04(2022)

開館日数 0 29 38

年間利用者数 0 6,793 9,414

■管理・運営情報

運営管理者

運営形態 委託 指定期間 -

開館時間 10:00～16:00 休館日 なし
(土日祝等17:00)

■単位あたり経費等

データ項目 R02(2020) R03(2021) R04(2022) 平均 類似平均

床面積あたり支出（円/㎡） 37,602.4 134,722.9 192,216.9 121,514.1 72,491.4

利用者あたり支出（円/人） 0 1,646.1 1,694.7 1,113.6 796.6

人口あたり支出（円/人） 22.5 81.4 116.8 73.6 119.6
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施設名称 浜当目海水浴場
開設年 1978 年 対象年度 令和04（2022）年度

代表建築年 1988 年 施設番号 1001010001 中学校区 東益津中学校

志太地区唯一の海水浴場で、約４００ｍの静かな浜辺があり海浜公園にも隣接している。無料の駐車場・更衣室・シャワールーム・トイレも整備されている。近隣には海水

施設概要
浴場がないことから、以前より強い設置要望があった。【開設期間：７月上旬から８月中旬】

基本情報

所在地 焼津市浜当目３丁目1731-1-1 大分類 産業関連施設 敷地面積（㎡） 2,474

所管部署 商工観光課 小分類 観光施設 延床面積（㎡） 83

用途地域 第一種住居地域 財産種別 行政財産 施設棟数 3棟

設置根拠法令 設置条例 建物所有 市有

利用者 市民及び観光客 緯度 34.88 　

標高 8.3 経度 138.336 　

災害発生時の位置付け

災害対策本部 津波避難場所 避難地 避難所 福祉避難所 救護所 その他

建物情報

建物名 年 延床面積 構造 階数 耐震状況 劣化度
建築 築後 （㎡） 診断 補強 屋根 外部 内部 電気 空調 衛生 搬送 総合 点数

シャワー・更衣室     32 RC 1 対象外 対象外 Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅱ － Ⅱ － Ａ 4

屋外便所（亀） 1995 27 27 W 1 対象外 対象外 Ⅲ Ⅱ Ⅲ Ⅱ － Ⅱ － Ｂ 3.3

屋外便所（北側） 1989 33 24 W 1 対象外 対象外 Ⅲ Ⅱ Ⅲ Ⅱ － Ⅱ － Ｂ 3.3

　※上表には、延べ床面積の大きい順に最大８棟までを表示しています

管理運営情報

■経費情報

収入 市の収支（千円） 指定管理者の収支（千円）

区分 R02年度 R03年度 R04年度 平均 R02年度 R03年度 R04年度 平均
(2020) (2021) (2022) (2020) (2021) (2022)

使用料(減免後) 0 0 0 0

指定管理料 0 0 0 0

利用料金収入 0 0 0 0

自主事業収入 0 0 0 0

その他の収入 0 0 0 0 0 0 0 0

①合計 0 0 0 0 0 0 0 0

支出

　 光熱水費 191 240 308 246 0 0 0 0

　 工事請負費・修繕費 6



施

施設

設

評価

■１次評価

項目 評

劣

価 備考

■2次評価

分類

化

評価項目 評価

①設置目

度

的の意義が低下してい

Ａ

ないか 低下していない

2

(1)公益性 ②サービ

.

ス内容が設置目的に即

耐

しているか 即している

震

1.公共性 ③利用実態

性

が設置目的に即してい

能

るか 即している

(2)

Ｂ

必需性
④市が自ら運営

3

主体として関与すべき

.

施設か 市が運営主体で

バ

ある必要性は高い

⑤法

リ

律等により設置が義務

ア

付けられている施設か

フ

義務付けられていない

リ

(1)利用度
⑥定員等

ー

に対する充足率はどう

対

か（該当施設のみ記入

応

）

2.有効性
⑦今後の

Ｄ

人口減少、少子高齢化

4

を踏まえ、利用者数の

.

見込みはどうか 増加が

利

見込まれる

(2)互換

用

性
⑧施設の利用実態か

状

ら利用圏域はどうか 広

況

域

⑨利用圏域の中で、

(

同種、同類の施設は存

稼

在するか 存在しない

⑩

働

民営化が可能な施設か

率

不可能

3.代替性 (1

等

)民間参入の可能性 ⑪

)

管理運営において、民

Ａ

間事業者のノウハウが活用できる施設か 不可能

⑫民間施設等を活用した利用補助等の新たな代替施策で対応できるか 不可能

評価者 商工観光課

■3次評価

建物の評価

評価 現状維持

理由

今後５年間に大規模改修は必要ないため現状維持とする。

今後の方向性

機能の評価

評価 現状維持

理由

海水浴のための更衣室、トイレとして必要な施設であるため、今後5年間は現状維持とする

今後の方向性

評価者 商工観光課

※「評価」欄が「現状維持」の施設については「今後の方向性」欄は記載しない
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1,920 0 0 0 0

支出

　 光熱水費 8,131 8,824 14,928 10,628 0 0 0 0

　 工事請負費・修繕費 2,879 1,683 1,898 2,153 0 0 0 0

　 土地・建物等の使用料・賃借料 0 0 0 0 0 0 0 0

　 施設・設備管理委託料 4,666 4,747 5,008 4,807 0 0 0 0

　 その他 0 0 0 0 0 0 0 0

施設に係るコストの合計 15,676 15,254 21,834 17,588 0 0 0 0

　 事業委託費 4,119 3,719 2,519 3,452 0 0 0 0

　 事業物件費(需用費・役務費等) 400 466 1,904 923 0 0 0 0

　 その他 437 430 345 404 0 0 0 0
事業運営に係るコスト(自主事業以外)の合計 4,956 4,615 4,768 4,780 0 0 0 0

　 事業委託費 0 0 0 0

　 事業物件費(需用費・役務費等) 0 0 0 0

　 その他 0 0 0 0
事業運営に係るコスト(自主事業分)の合計 0 0 0 0

その他 0 0 0 0

　 人件費 3,652 3,880 4,875 4,136 0 0 0 0

人に係るコストの合計 3,652 3,880 4,875 4,136 0 0 0 0

②合計 24,284 23,749 31,477 26,503 0 0 0 0

純収支　　　　　①-② -13,947 -12,634 -17,169 -14,583 0 0 0 0

■利用状況 ■施設外観

データ項目 R02(2020) R03(2021) R04(2022)

開館日数 355 365 365

年間利用者数 94,752 106,339 116,755

■管理・運営情報

運営管理者

運営形態 直営 指定期間 -

開館時間 8:00～21:00 休館日 なし

■単位あたり経費等

データ項目 R02(2020) R03(2021) R04(2022) 平均 類似平均

床面積あたり支出（円/㎡） 16,210.5 15,853.4 21,012.1 17,692.0 72,491.4

利用者あたり支出（円/人） 256.3 223.3 269.6 249.7 796.6

人口あたり支出（円/人） 175.3 172.9 230.4 192.9 119.6
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施設名称 地域産物販売提供施設（うみえ～る焼津）
開設年 2007 年 対象年度 令和04（2022）年度

代表建築年 2006 年 施設番号 1001020001 中学校区 焼津中学校

駿河湾深層水体験施設（アクアスやいづ）と併せて、焼津市の特産物である水産物を中心に販売する「海産物販売等施設」と「海産物レストラン施設」を複合的に整備する

施設概要
ことにより、より多くの観光客の入込みが期待され、これらによる経済的な相乗効果を通して、地域の活性化を図ることを目的に設置された。

基本情報

所在地 焼津市鰯ケ島136-26 大分類 産業関連施設 敷地面積（㎡） 12,642

所管部署 漁港振興課 小分類 観光施設 延床面積（㎡） 1,498.04

用途地域 準工業地域 財産種別 行政財産 施設棟数 1棟

設置根拠法令 設置条例 焼津市地域間交流体験施設条例 建物所有 市有

利用者 一般観光客 緯度 34.857 　

標高 2.6 経度 138.327 　

災害発生時の位置付け

災害対策本部 津波避難場所 避難地 避難所 福祉避難所 救護所 その他

〇

建物情報

建物名 年 延床面積 構造 階数 耐震状況 劣化度
建築 築後 （㎡） 診断 補強 屋根 外部 内部 電気 空調 衛生 搬送 総合 点数

地域産物販売提供施設「うみえーる焼 2007 15 1,498.04 S 2 対象外 対象外 Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ｂ 3.4
津」

　※上表には、延べ床面積の大きい順に最大８棟までを表示しています

管理運営情報

■経費情報

収入 市の収支（千円） 指定管理者の収支（千円）

区分 R02年度 R03年度 R04年度 平均 R02年度 R03年度 R04年度 平均
(2020) (2021) (2022) (2020) (2021) (2022)

使用料(減免後) 9,877 10,650 13,822 11,450

指定管理料 0 0 0 0

利用料金収入 0 0 0 0

自主事業収入 0 0 0 0

その他の収入 460 465 486 470 0 0 0 0

①合計 10,337 11,115 14,308 1



施

施設

設

評価

■１次評価

項目 評

劣

価 備考

■2次評価

分類

化

評価項目 評価

①設置目

度

的の意義が低下してい

Ｂ

ないか 低下していない

2

(1)公益性 ②サービ

.

ス内容が設置目的に即

耐

しているか 即している

震

1.公共性 ③利用実態

性

が設置目的に即してい

能

るか 即している

(2)

Ａ

必需性
④市が自ら運営

3

主体として関与すべき

.

施設か 市が運営主体で

バ

ある必要性は低くなり

リ

つつある

⑤法律等によ

ア

り設置が義務付けられ

フ

ている施設か 義務付け

リ

られていない

(1)利

ー

用度
⑥定員等に対する

対

充足率はどうか（該当

応

施設のみ記入）

2.有

Ａ

効性
⑦今後の人口減少

4

、少子高齢化を踏まえ

.

、利用者数の見込みは

利

どうか 増減は見込まれ

用

ない

(2)互換性
⑧施

状

設の利用実態から利用

況

圏域はどうか 広域

⑨利

(

用圏域の中で、同種、

稼

同類の施設は存在する

働

か 存在する

⑩民営化が

率

可能な施設か 検討の余

等

地あり

3.代替性 (1

)

)民間参入の可能性 ⑪

Ｂ

管理運営において、民間事業者のノウハウが活用できる施設か 検討の余地あり

⑫民間施設等を活用した利用補助等の新たな代替施策で対応できるか 検討の余地あり

評価者 漁港振興課

■3次評価

建物の評価

評価 改善

理由

開業から16年が経ち、空調設備の改修を検討する必要がでてきている。

今後の方向性

改修が必要な時期及び工事内容の検討を行う。

機能の評価

評価 現状維持

理由

平成28年度に策定した改善方針により、当面は指定管理者制度を導入しないという方針に基づき現状維持とする。

今後の方向性

評価者 漁港振興課

※「評価」欄が「現状維持」の施設については「今後の方向性」欄は記載しない
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0 0 0 0

利用料金収入 0 0 0 0

自主事業収入 0 0 0 0

その他の収入 0 0 0 0 0 0 0 0

①合計 0 408 600 336 0 0 0 0

支出

　 光熱水費 0 0 0 0 0 0 0 0

　 工事請負費・修繕費 94,919 18,102 70 37,697 0 0 0 0

　 土地・建物等の使用料・賃借料 0 0 0 0 0 0 0 0

　 施設・設備管理委託料 0 0 0 0 0 0 0 0

　 その他 0 69 91 53 0 0 0 0

施設に係るコストの合計 94,919 18,171 161 37,750 0 0 0 0

　 事業委託費 405 304 0 236 0 0 0 0

　 事業物件費(需用費・役務費等) 0 0 0 0 0 0 0 0

　 その他 0 0 0 0 0 0 0 0
事業運営に係るコスト(自主事業以外)の合計 405 304 0 236 0 0 0 0

　 事業委託費 0 0 0 0

　 事業物件費(需用費・役務費等) 0 0 0 0

　 その他 0 0 0 0
事業運営に係るコスト(自主事業分)の合計 0 0 0 0

その他 2,750 660 660 1,357

　 人件費 1,921 4,932 783 2,545 0 0 0 0

人に係るコストの合計 1,921 4,932 783 2,545 0 0 0 0

②合計 99,995 24,067 1,604 41,889 0 0 0 0

純収支　　　　　①-② -99,995 -23,659 -1,004 -41,553 0 0 0 0

■利用状況 ■施設外観

データ項目 R02(2020) R03(2021) R04(2022)

開館日数 0 122 193

年間利用者数 0 1,482 3,771

■管理・運営情報

運営管理者

運営形態 民営（貸付） 指定期間 -

開館時間 休館日 未定

■単位あたり経費等

データ項目 R02(2020) R03(2021) R04(2022) 平均 類似平均

床面積あたり支出（円/㎡） 264,656.1 63,698.0 4,245.3 110,866.5 72,491.4

利用者あたり支出（円/人） 0 16,239.5 425.4 5,555.0 796.6

人口あたり支出（円/人） 722.0 175.2 11.7 303.0 119.6
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施設名称 浜通り服部家
開設年 2017 年 対象年度 令和04（2022）年度

代表建築年 1889 年 施設番号 1001040001 中学校区 焼津中学校

"当該物件は焼津浜通り地域の伝統的建造物の1つであるとともに、焼津水産翁の1人に数えられる服部安次郎の生家としても知られる。焼津ダイヤモンド構想の焼津漁港周

施設概要
辺のおもてなし拠点(産業・観光機能)として、戦略的に必要と考えられる建物で、平成29年度に所有者より市に寄附された。令和３年４月から民間事業者に貸し出し、運営

を任せており、民間のノウハウを活かした運営をしている。"

基本情報

所在地 焼津市城之腰119-1 大分類 産業関連施設 敷地面積（㎡）

所管部署 公有財産課 小分類 観光施設 延床面積（㎡） 377.83

用途地域 準工業地域 財産種別 行政財産 施設棟数 4棟

設置根拠法令 設置条例 建物所有 市有（寄付）

利用者 市民及び観光客 緯度 34.862 　

標高 2.7 経度 138.324 　

災害発生時の位置付け

災害対策本部 津波避難場所 避難地 避難所 福祉避難所 救護所 その他

建物情報

建物名 年 延床面積 構造 階数 耐震状況 劣化度
建築 築後 （㎡） 診断 補強 屋根 外部 内部 電気 空調 衛生 搬送 総合 点数

居宅 1930 92 141.8 W 2 対象外 対象外 Ⅰ Ⅰ Ⅰ － － － － Ａ 4

居宅 1989 33 92.64 W 2 対象外 対象外 Ⅰ Ⅰ Ⅰ － － － － Ａ 4

倉庫 1976 46 79.33 W 1 対象外 対象外 － － － － － － － －

倉庫 1909 113 64.06 W 2 対象外 対象外 Ⅰ Ⅰ － － － － － Ａ 4

　※上表には、延べ床面積の大きい順に最大８棟までを表示しています

管理運営情報

■経費情報

収入 市の収支（千円） 指定管理者の収支（千円）

区分 R02年度 R03年度 R04年度 平均 R02年度 R03年度 R04年度 平均
(2020) (2021) (2022) (2020) (2021) (2022)

使用料(減免後) 0 408 600 336

指定管理料



劣

価 備考

■2次評価

分類

化

評価項目 評価

①設置目

度

的の意義が低下してい

Ａ

ないか 低下していない

4

(1)公益性 ②サービ

.

ス内容が設置目的に即

利

しているか 即している

用

1.公共性 ③利用実態

状

が設置目的に即してい

況

るか 即している

(2)

(

必需性
④市が自ら運営

稼

主体として関与すべき

働

施設か 市が運営である

率

必要性は低い

⑤法律等

等

により設置が義務付け

)

られている施設か 義務

Ａ

付けられていない

(1)利用度
⑥定員等に対する充足率はどうか（該当施設のみ記入）

2.有効性
⑦今後の人口減少、少子高齢化を踏まえ、利用者数の見込みはどうか 増加が見込まれる

(2)互換性
⑧施設の利用実態から利用圏域はどうか 広域

⑨利用圏域の中で、同種、同類の施設は存在するか 存在する

⑩民営化が可能な施設か 可能

3.代替性 (1)民間参入の可能性 ⑪管理運営において、民間事業者のノウハウが活用できる施設か 可能

⑫民間施設等を活用した利用補助等の新たな代替施策で対応できるか 不可能

評価者 公有財産課

■3次評価

建物の評価

評価 現状維持

理由

母屋は令和３年４月にオープンし、蔵は令和４年３月に完成し、利用を開始した。今後は一体利用による活用が期待されるところであり、現状のまま運営を行う
。

今後の方向性

機能の評価

1

評価 現状維持

理由

浜通りの活性化拠点として、今後、４年間は賑わい交流拠点として有効に機能するよう活用する。

今後の方向性

評価者 公有財産課

※「評価」欄が「現状維持」の施設については「今後の方向性」欄は記載し

.

ない
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施

施設

設

評価

■１次評価

項目 評



事業物件費(需用費・役務費等) 10 11 13 11 0 0 0 0

　 その他 0 0 0 0 0 0 0 0
事業運営に係るコスト(自主事業以外)の合計 142 378 252 257 0 0 0 0

　 事業委託費 0 0 0 0

　 事業物件費(需用費・役務費等) 0 0 0 0

　 その他 0 0 0 0
事業運営に係るコスト(自主事業分)の合計 0 0 0 0

その他 0 0 0 0

　 人件費 831 192 1,458 827 0 0 0 0

人に係るコストの合計 831 192 1,458 827 0 0 0 0

②合計 1,469 909 1,951 1,443 0 0 0 0

純収支　　　　　①-② -1,469 -909 -1,951 -1,443 0 0 0 0

■利用状況 ■施設外観

データ項目 R02(2020) R03(2021) R04(2022)

開館日数 0 0 0

年間利用者数 0 0 0

■管理・運営情報

運営管理者

運営形態 直営 指定期間 -

開館時間 休館日 なし

■単位あたり経費等

データ項目 R02(2020) R03(2021) R04(2022) 平均 類似平均

床面積あたり支出（円/㎡） 53,593.6 33,163.1 71,178.4 52,645.0 41,937.9

利用者あたり支出（円/人） 0 0 0 0 0

人口あたり支出（円/人） 10.6 6.6 14.3 10.5 8.9
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施設名称 坂本観光トイレ
開設年 1992 年 対象年度 令和04（2022）年度

代表建築年 1991 年 施設番号 1002020001 中学校区 東益津中学校

春には桜があたり一面咲き誇り、訪れる人々の目を引く山峡の中の施設。高草山を目の前に登山前の休憩場所としても利用されている。

施設概要

基本情報

所在地 焼津市坂本1373-4 大分類 産業関連施設 敷地面積（㎡）

所管部署 商工観光課 小分類 観光施設（その他） 延床面積（㎡） 27.41

用途地域 その他 財産種別 行政財産 施設棟数 1棟

設置根拠法令 設置条例 建物所有 市有

利用者 登山者、散策者 緯度 34.894 　

標高 28.2 経度 138.316 　

災害発生時の位置付け

災害対策本部 津波避難場所 避難地 避難所 福祉避難所 救護所 その他

建物情報

建物名 年 延床面積 構造 階数 耐震状況 劣化度
建築 築後 （㎡） 診断 補強 屋根 外部 内部 電気 空調 衛生 搬送 総合 点数

屋外便所 1992 30 27.41 W 1 対象外 対象外 Ⅲ Ⅰ Ⅱ Ⅱ － Ⅱ － Ａ 3.8

　※上表には、延べ床面積の大きい順に最大８棟までを表示しています

管理運営情報

■経費情報

収入 市の収支（千円） 指定管理者の収支（千円）

区分 R02年度 R03年度 R04年度 平均 R02年度 R03年度 R04年度 平均
(2020) (2021) (2022) (2020) (2021) (2022)

使用料(減免後) 0 0 0 0

指定管理料 0 0 0 0

利用料金収入 0 0 0 0

自主事業収入 0 0 0 0

その他の収入 0 0 0 0 0 0 0 0

①合計 0 0 0 0 0 0 0 0

支出

　 光熱水費 16 18 18 17 0 0 0 0

　 工事請負費・修繕費 92 18 0 37 0 0 0 0

　 土地・建物等の使用料・賃借料 182 182 182 182 0 0 0 0

　 施設・設備管理委託料 206 121 41 123 0 0 0 0

　 その他 0 0 0 0 0 0 0 0

施設に係るコストの合計 496 339 241 359 0 0 0 0

　 事業委託費 132 367 239 246 0 0 0 0

　 



施

施設評価

■１次評

設

価

項目 評価 備考

■2次

劣

評価

分類 評価項目 評価

化

①設置目的の意義が低

度

下していないか 低下し

Ａ

ていない

(1)公益性

2

②サービス内容が設置

.

目的に即しているか 即

耐

している

1.公共性 ③

震

利用実態が設置目的に

性

即しているか 即してい

能

る

(2)必需性
④市が

Ｂ

自ら運営主体として関

3

与すべき施設か 市が運

.

営主体である必要性は

バ

高い

⑤法律等により設

リ

置が義務付けられてい

ア

る施設か 義務付けられ

フ

ていない

(1)利用度

リ

⑥定員等に対する充足

ー

率はどうか（該当施設

対

のみ記入）

2.有効性

応

⑦今後の人口減少、少

Ｄ

子高齢化を踏まえ、利

5

用者数の見込みはどう

.

か 増加が見込まれる

(

経

2)互換性
⑧施設の利

費

用実態から利用圏域は

状

どうか 広域

⑨利用圏域

況

の中で、同種、同類の

Ｃ

施設は存在するか 存在しない

⑩民営化が可能な施設か 不可能

3.代替性 (1)民間参入の可能性 ⑪管理運営において、民間事業者のノウハウが活用できる施設か 不可能

⑫民間施設等を活用した利用補助等の新たな代替施策で対応できるか 不可能

評価者 商工観光課

■3次評価

建物の評価

評価 現状維持

理由

今後５年間に大規模改修は必要ないため現状維持とする。

今後の方向性

機能の評価

評価 現状維持

理由

観光客用の公衆衛生の維持のために必要な施設あるため、今後5年間は現状維持とする。

今後の方向性

評価者 商工観光課

※「評価」欄が「現状維持」の施設については「今後の方向性」欄は記載しない
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1.



0

　 事業物件費(需用費・役務費等) 181 12 53 82 0 0 0 0

　 その他 0 0 0 0 0 0 0 0
事業運営に係るコスト(自主事業以外)の合計 324 379 846 516 0 0 0 0

　 事業委託費 0 0 0 0

　 事業物件費(需用費・役務費等) 0 0 0 0

　 その他 0 0 0 0
事業運営に係るコスト(自主事業分)の合計 0 0 0 0

その他 0 0 0 0

　 人件費 831 192 182 402 0 0 0 0

人に係るコストの合計 831 192 182 402 0 0 0 0

②合計 2,190 1,827 2,318 2,112 0 0 0 0

純収支　　　　　①-② -2,190 -1,827 -2,318 -2,112 0 0 0 0

■利用状況 ■施設外観

データ項目 R02(2020) R03(2021) R04(2022)

開館日数 0 0 0

年間利用者数 0 0 0

■管理・運営情報

運営管理者

運営形態 直営 指定期間 -

開館時間 休館日 なし

■単位あたり経費等

データ項目 R02(2020) R03(2021) R04(2022) 平均 類似平均

床面積あたり支出（円/㎡） 114,360.3 95,404.7 121,044.4 110,269.8 41,937.9

利用者あたり支出（円/人） 0 0 0 0 0

人口あたり支出（円/人） 15.8 13.3 17.0 15.4 8.9
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施設名称 吉津観光トイレ
開設年 1989 年 対象年度 令和04（2022）年度

代表建築年 1988 年 施設番号 1002030001 中学校区 東益津中学校

高草山や満観峰へ向かう分岐点に位置する施設。常夜灯も隣接し、ホタル・紅葉の観賞等で夕方以降にも利用されている。

施設概要

基本情報

所在地 焼津市吉津14-3 大分類 産業関連施設 敷地面積（㎡）

所管部署 商工観光課 小分類 観光施設（その他） 延床面積（㎡） 19.15

用途地域 その他 財産種別 行政財産 施設棟数 1棟

設置根拠法令 設置条例 建物所有 市有

利用者 市民及び観光者 緯度 34.902 　

標高 26.2 経度 138.33 　

災害発生時の位置付け

災害対策本部 津波避難場所 避難地 避難所 福祉避難所 救護所 その他

建物情報

建物名 年 延床面積 構造 階数 耐震状況 劣化度
建築 築後 （㎡） 診断 補強 屋根 外部 内部 電気 空調 衛生 搬送 総合 点数

観光トイレ 1989 33 19.15 W 1 対象外 対象外 Ⅲ Ⅰ Ⅱ Ⅱ － Ⅱ － Ａ 3.8

　※上表には、延べ床面積の大きい順に最大８棟までを表示しています

管理運営情報

■経費情報

収入 市の収支（千円） 指定管理者の収支（千円）

区分 R02年度 R03年度 R04年度 平均 R02年度 R03年度 R04年度 平均
(2020) (2021) (2022) (2020) (2021) (2022)

使用料(減免後) 0 0 0 0

指定管理料 0 0 0 0

利用料金収入 0 0 0 0

自主事業収入 0 0 0 0

その他の収入 0 0 0 0 0 0 0 0

①合計 0 0 0 0 0 0 0 0

支出

　 光熱水費 57 58 81 65 0 0 0 0

　 工事請負費・修繕費 35 23 0 19 0 0 0 0

　 土地・建物等の使用料・賃借料 931 1,138 1,177 1,082 0 0 0 0

　 施設・設備管理委託料 12 37 32 27 0 0 0 0

　 その他 0 0 0 0 0 0 0 0

施設に係るコストの合計 1,035 1,256 1,290 1,194 0 0 0 0

　 事業委託費 143 367 793 434 0 0 0



施

施設評価

■１次評

設

価

項目 評価 備考

■2次

劣

評価

分類 評価項目 評価

化

①設置目的の意義が低

度

下していないか 低下し

Ａ

ていない

(1)公益性

2

②サービス内容が設置

.

目的に即しているか 即

耐

している

1.公共性 ③

震

利用実態が設置目的に

性

即しているか 即してい

能

る

(2)必需性
④市が

Ｂ

自ら運営主体として関

3

与すべき施設か 市が運

.

営主体である必要性は

バ

高い

⑤法律等により設

リ

置が義務付けられてい

ア

る施設か 義務付けられ

フ

ていない

(1)利用度

リ

⑥定員等に対する充足

ー

率はどうか（該当施設

対

のみ記入）

2.有効性

応

⑦今後の人口減少、少

Ｄ

子高齢化を踏まえ、利

5

用者数の見込みはどう

.

か 増加が見込まれる

(

経

2)互換性
⑧施設の利

費

用実態から利用圏域は

状

どうか 広域

⑨利用圏域

況

の中で、同種、同類の

Ｄ

施設は存在するか 存在しない

⑩民営化が可能な施設か 不可能

3.代替性 (1)民間参入の可能性 ⑪管理運営において、民間事業者のノウハウが活用できる施設か 不可能

⑫民間施設等を活用した利用補助等の新たな代替施策で対応できるか 不可能

評価者 商工観光課

■3次評価

建物の評価

評価 現状維持

理由

今後５年間に大規模改修は必要ないため現状維持とする。

今後の方向性

機能の評価

評価 現状維持

理由

観光客用の公衆衛生の維持のために必要な施設あるため、今後5年間は現状維持とする。

今後の方向性

評価者 商工観光課

※「評価」欄が「現状維持」の施設については「今後の方向性」欄は記載しない
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53 193 168 0 0 0 0

　 事業物件費(需用費・役務費等) 18 3 0 7 0 0 0 0

　 その他 0 0 0 0 0 0 0 0
事業運営に係るコスト(自主事業以外)の合計 175 156 193 175 0 0 0 0

　 事業委託費 0 0 0 0

　 事業物件費(需用費・役務費等) 0 0 0 0

　 その他 0 0 0 0
事業運営に係るコスト(自主事業分)の合計 0 0 0 0

その他 0 0 0 0

　 人件費 831 0 182 338 0 1 0 1

人に係るコストの合計 831 0 182 338 0 1 0 1

②合計 1,009 160 379 516 0 1 0 1

純収支　　　　　①-② -1,009 -160 -379 -516 0 -1 0 -1

■利用状況 ■施設外観

データ項目 R02(2020) R03(2021) R04(2022)

開館日数 0 0 0

年間利用者数 0 0 0

■管理・運営情報

運営管理者

運営形態 直営 指定期間 -

開館時間 休館日 なし

■単位あたり経費等

データ項目 R02(2020) R03(2021) R04(2022) 平均 類似平均

床面積あたり支出（円/㎡） 24,023.8 3,809.5 9,023.8 12,285.7 41,937.9

利用者あたり支出（円/人） 0 0 0 0 0

人口あたり支出（円/人） 7.3 1.2 2.8 3.8 8.9
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施設名称 花沢の里水車小屋
開設年 1982 年 対象年度 令和04（2022）年度

代表建築年 1981 年 施設番号 1002040001 中学校区 東益津中学校

高草山の山峡に万葉の古道に沿って長屋門造りの美しい家並みが続き、史跡探訪コースになっている。この施設は３０年以上前に設置されたもので、近年では夏場（６月中

施設概要
旬～７月上旬）にホタルが観賞される他、自然豊かで趣のあるスポットである。

基本情報

所在地 焼津市花沢956 大分類 産業関連施設 敷地面積（㎡）

所管部署 商工観光課 小分類 観光施設（その他） 延床面積（㎡） 42

用途地域 その他 財産種別 行政財産 施設棟数 1棟

設置根拠法令 設置条例 建物所有 市有

利用者 市民及び観光者 緯度 34.907 　

標高 63.6 経度 138.331 　

災害発生時の位置付け

災害対策本部 津波避難場所 避難地 避難所 福祉避難所 救護所 その他

建物情報

建物名 年 延床面積 構造 階数 耐震状況 劣化度
建築 築後 （㎡） 診断 補強 屋根 外部 内部 電気 空調 衛生 搬送 総合 点数

水車小屋 1982 40 42 W 1 対象外 対象外 Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅱ － － － Ａ 3.7

　※上表には、延べ床面積の大きい順に最大８棟までを表示しています

管理運営情報

■経費情報

収入 市の収支（千円） 指定管理者の収支（千円）

区分 R02年度 R03年度 R04年度 平均 R02年度 R03年度 R04年度 平均
(2020) (2021) (2022) (2020) (2021) (2022)

使用料(減免後) 0 0 0 0

指定管理料 0 0 0 0

利用料金収入 0 0 0 0

自主事業収入 0 0 0 0

その他の収入 0 0 0 0 0 0 0 0

①合計 0 0 0 0 0 0 0 0

支出

　 光熱水費 3 4 4 4 0 0 0 0

　 工事請負費・修繕費 0 0 0 0 0 0 0 0

　 土地・建物等の使用料・賃借料 0 0 0 0 0 0 0 0

　 施設・設備管理委託料 0 0 0 0 0 0 0 0

　 その他 0 0 0 0 0 0 0 0

施設に係るコストの合計 3 4 4 4 0 0 0 0

　 事業委託費 157 1



設

次評価

項目 評価 備考

■

劣

2次評価

分類 評価項目

化

評価

①設置目的の意義

度

が低下していないか 低

Ａ

下していない

(1)公

3

益性 ②サービス内容が

.

設置目的に即している

バ

か 即している

1.公共

リ

性 ③利用実態が設置目

ア

的に即しているか 即し

フ

ている

(2)必需性
④

リ

市が自ら運営主体とし

ー

て関与すべき施設か 市

対

が運営主体である必要

応

性は高い

⑤法律等によ

Ｄ

り設置が義務付けられ

5

ている施設か 義務付け

.

られていない

(1)利

経

用度
⑥定員等に対する

費

充足率はどうか（該当

状

施設のみ記入）

2.有

況

効性
⑦今後の人口減少

Ｂ

、少子高齢化を踏まえ、利用者数の見込みはどうか 増加が見込まれる

(2)互換性
⑧施設の利用実態から利用圏域はどうか 広域

⑨利用圏域の中で、同種、同類の施設は存在するか 存在しない

⑩民営化が可能な施設か 不可能

3.代替性 (1)民間参入の可能性 ⑪管理運営において、民間事業者のノウハウが活用できる施設か 不可能

⑫民間施設等を活用した利用補助等の新たな代替施策で対応できるか 不可能

評価者 商工観光課

■3次評価

建物の評価

評価 現状維持

理由

今後５年間に大規模改修は必要ないため現状維持とする。

今後の方向性

機能の評価

評価 現状維持

理由

観光施設として必要な施設であるため、今後5年間は現状維持とする

今後の方向性

評価者 商工観光課

※「評価」欄が「現状維持」の施設については「今後の方向性」欄は記載しない
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1.施

施設評価

■１



件費(需用費・役務費等) 0 3 0 1 0 0 0 0

　 その他 0 0 0 0 0 0 0 0
事業運営に係るコスト(自主事業以外)の合計 0 3 0 1 0 0 0 0

　 事業委託費 0 0 0 0

　 事業物件費(需用費・役務費等) 0 0 0 0

　 その他 0 0 0 0
事業運営に係るコスト(自主事業分)の合計 0 0 0 0

その他 0 0 0 0

　 人件費 831 1 2 278 0 1 0 1

人に係るコストの合計 831 1 2 278 0 1 0 1

②合計 831 4 2 279 0 1 0 1

純収支　　　　　①-② -831 -4 -2 -279 0 -1 0 -1

■利用状況 ■施設外観

データ項目 R02(2020) R03(2021) R04(2022)

開館日数 0 0 0

年間利用者数 584 0 0

■管理・運営情報

運営管理者

運営形態 直営 指定期間 -

開館時間 休館日 なし

■単位あたり経費等

データ項目 R02(2020) R03(2021) R04(2022) 平均 類似平均

床面積あたり支出（円/㎡） 20,687.1 99.6 49.8 6,945.5 41,937.9

利用者あたり支出（円/人） 1,422.9 0 0 474.3 0

人口あたり支出（円/人） 6.0 0 0 2.0 8.9
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施設名称 野鳥公園展望台
開設年 1990 年 対象年度 令和04（2022）年度

代表建築年 1990 年 施設番号 1002050001 中学校区 大井川中学校

展望台は八角形の塔で、周りの堤防には色とりどりの壁画が鮮やかに映る。特に晴れた日には富士山を望み太平洋が一面に広がり、隣接する野鳥公園と共に海岸線の散策や

施設概要
バードウォッチングに利用されている。

基本情報

所在地 焼津市飯淵2036 大分類 産業関連施設 敷地面積（㎡）

所管部署 商工観光課 小分類 観光施設（その他） 延床面積（㎡） 40.17

用途地域 その他 財産種別 行政財産 施設棟数 1棟

設置根拠法令 設置条例 建物所有 市有

利用者 観光客、バードウォッチャー他 緯度 34.771 　

標高 3.5 経度 138.297 　

災害発生時の位置付け

災害対策本部 津波避難場所 避難地 避難所 福祉避難所 救護所 その他

建物情報

建物名 年 延床面積 構造 階数 耐震状況 劣化度
建築 築後 （㎡） 診断 補強 屋根 外部 内部 電気 空調 衛生 搬送 総合 点数

展望台 1990 32 40.17 S 1 対象外 対象外 － Ⅱ － － － － － Ｂ 3

　※上表には、延べ床面積の大きい順に最大８棟までを表示しています

管理運営情報

■経費情報

収入 市の収支（千円） 指定管理者の収支（千円）

区分 R02年度 R03年度 R04年度 平均 R02年度 R03年度 R04年度 平均
(2020) (2021) (2022) (2020) (2021) (2022)

使用料(減免後) 0 0 0 0

指定管理料 0 0 0 0

利用料金収入 0 0 0 0

自主事業収入 0 0 0 0

その他の収入 0 0 0 0 0 0 0 0

①合計 0 0 0 0 0 0 0 0

支出

　 光熱水費 0 0 0 0 0 0 0 0

　 工事請負費・修繕費 0 0 0 0 0 0 0 0

　 土地・建物等の使用料・賃借料 0 0 0 0 0 0 0 0

　 施設・設備管理委託料 0 0 0 0 0 0 0 0

　 その他 0 0 0 0 0 0 0 0

施設に係るコストの合計 0 0 0 0 0 0 0 0

　 事業委託費 0 0 0 0 0 0 0 0

　 事業物



施

施設評価

■１次評

設

価

項目 評価 備考

■2次

劣

評価

分類 評価項目 評価

化

①設置目的の意義が低

度

下していないか 低下し

Ｂ

ていない

(1)公益性

2

②サービス内容が設置

.

目的に即しているか 即

耐

している

1.公共性 ③

震

利用実態が設置目的に

性

即しているか 即してい

能

る

(2)必需性
④市が

Ｂ

自ら運営主体として関

3

与すべき施設か 市が運

.

営主体である必要性は

バ

高い

⑤法律等により設

リ

置が義務付けられてい

ア

る施設か 義務付けられ

フ

ていない

(1)利用度

リ

⑥定員等に対する充足

ー

率はどうか（該当施設

対

のみ記入）

2.有効性

応

⑦今後の人口減少、少

Ｄ

子高齢化を踏まえ、利

5

用者数の見込みはどう

.

か 減少が見込まれる

(

経

2)互換性
⑧施設の利

費

用実態から利用圏域は

状

どうか 広域

⑨利用圏域

況

の中で、同種、同類の

Ａ

施設は存在するか 存在しない

⑩民営化が可能な施設か 不可能

3.代替性 (1)民間参入の可能性 ⑪管理運営において、民間事業者のノウハウが活用できる施設か 不可能

⑫民間施設等を活用した利用補助等の新たな代替施策で対応できるか 不可能

評価者 商工観光課

■3次評価

建物の評価

評価 現状維持

理由

大井川河口野鳥公園トイレ及び休憩所が存続している間は、必要な修繕等を行い、本施設を維持管理していく。

今後の方向性

機能の評価

評価 現状維持

理由

大井川河口野鳥公園トイレ及び休憩所が存続している間は、本施設の機能を維持していく。

今後の方向性

評価者 商工観光課

※「評価」欄が「現状維持」の施設については「今後の方向性」欄は記載しない
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ストの合計 183 194 211 196 0 0 0 0

　 事業委託費 156 156 165 159 0 0 0 0

　 事業物件費(需用費・役務費等) 60 16 14 30 0 0 0 0

　 その他 0 0 0 0 0 0 0 0
事業運営に係るコスト(自主事業以外)の合計 216 172 179 189 0 0 0 0

　 事業委託費 0 0 0 0

　 事業物件費(需用費・役務費等) 0 0 0 0

　 その他 0 0 0 0
事業運営に係るコスト(自主事業分)の合計 0 0 0 0

その他 0 0 0 0

　 人件費 831 192 182 402 0 0 0 0

人に係るコストの合計 831 192 182 402 0 0 0 0

②合計 1,230 558 572 787 0 0 0 0

純収支　　　　　①-② -1,230 -558 -572 -787 0 0 0 0

■利用状況 ■施設外観

データ項目 R02(2020) R03(2021) R04(2022)

開館日数 0 0 0

年間利用者数 0 0 0

■管理・運営情報

運営管理者

運営形態 直営 指定期間 -

開館時間 休館日 なし

■単位あたり経費等

データ項目 R02(2020) R03(2021) R04(2022) 平均 類似平均

床面積あたり支出（円/㎡） 28,127.1 12,760.1 13,080.3 17,989.2 41,937.9

利用者あたり支出（円/人） 0 0 0 0 0

人口あたり支出（円/人） 8.9 4.1 4.2 5.7 8.9
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施設名称 石脇観光トイレ及び休憩所
開設年 1990 年 対象年度 令和04（2022）年度

代表建築年 1989 年 施設番号 1002060001 中学校区 東益津中学校

高草山ハイキングコースや、高崎不動尊（鳴沢の滝）・花沢城址への入り口に位置する施設。自主運行バスの停留所にも近く満観峰方面へのハイカーにも利用されている。

施設概要

基本情報

所在地 焼津市石脇上592-1 大分類 産業関連施設 敷地面積（㎡）

所管部署 商工観光課 小分類 観光施設（その他） 延床面積（㎡） 43.73

用途地域 その他 財産種別 行政財産 施設棟数 2棟

設置根拠法令 設置条例 建物所有 市有

利用者 市民及び観光客 緯度 34.892 　

標高 7.8 経度 138.323 　

災害発生時の位置付け

災害対策本部 津波避難場所 避難地 避難所 福祉避難所 救護所 その他

建物情報

建物名 年 延床面積 構造 階数 耐震状況 劣化度
建築 築後 （㎡） 診断 補強 屋根 外部 内部 電気 空調 衛生 搬送 総合 点数

屋外便所 1990 32 27.41 W 1 対象外 対象外 Ⅲ Ⅱ Ⅱ Ⅱ － Ⅱ － Ａ 3.6

観光四阿 1990 32 16.32 W 1 対象外 対象外 Ⅲ － － － － － － Ｂ 3

　※上表には、延べ床面積の大きい順に最大８棟までを表示しています

管理運営情報

■経費情報

収入 市の収支（千円） 指定管理者の収支（千円）

区分 R02年度 R03年度 R04年度 平均 R02年度 R03年度 R04年度 平均
(2020) (2021) (2022) (2020) (2021) (2022)

使用料(減免後) 0 0 0 0

指定管理料 0 0 0 0

利用料金収入 0 0 0 0

自主事業収入 0 0 0 0

その他の収入 0 0 0 0 0 0 0 0

①合計 0 0 0 0 0 0 0 0

支出

　 光熱水費 41 36 55 44 0 0 0 0

　 工事請負費・修繕費 0 0 0 0 0 0 0 0

　 土地・建物等の使用料・賃借料 114 114 115 114 0 0 0 0

　 施設・設備管理委託料 28 44 41 38 0 0 0 0

　 その他 0 0 0 0 0 0 0 0

施設に係るコ



施

施設評価

■１次評

設

価

項目 評価 備考

■2次

劣

評価

分類 評価項目 評価

化

①設置目的の意義が低

度

下していないか 低下し

Ｂ

ていない

(1)公益性

2

②サービス内容が設置

.

目的に即しているか 即

耐

している

1.公共性 ③

震

利用実態が設置目的に

性

即しているか 即してい

能

る

(2)必需性
④市が

Ｂ

自ら運営主体として関

3

与すべき施設か 市が運

.

営主体である必要性は

バ

高い

⑤法律等により設

リ

置が義務付けられてい

ア

る施設か 義務付けられ

フ

ていない

(1)利用度

リ

⑥定員等に対する充足

ー

率はどうか（該当施設

対

のみ記入）

2.有効性

応

⑦今後の人口減少、少

Ｄ

子高齢化を踏まえ、利

5

用者数の見込みはどう

.

か 増加が見込まれる

(

経

2)互換性
⑧施設の利

費

用実態から利用圏域は

状

どうか 広域

⑨利用圏域

況

の中で、同種、同類の

Ｂ

施設は存在するか 存在しない

⑩民営化が可能な施設か 不可能

3.代替性 (1)民間参入の可能性 ⑪管理運営において、民間事業者のノウハウが活用できる施設か 不可能

⑫民間施設等を活用した利用補助等の新たな代替施策で対応できるか 不可能

評価者 商工観光課

■3次評価

建物の評価

評価 現状維持

理由

今後５年間に大規模改修は必要ないため現状維持とする。

今後の方向性

機能の評価

評価 現状維持

理由

観光客用の公衆衛生の維持及び休憩のために必要な施設あるため、今後5年間は現状維持とする。

今後の方向性

評価者 商工観光課

※「評価」欄が「現状維持」の施設については「今後の方向性」欄は記載しない

290

1.



07 0 0 0 0

　 事業物件費(需用費・役務費等) 545 12 0 186 0 0 0 0

　 その他 0 0 0 0 0 0 0 0
事業運営に係るコスト(自主事業以外)の合計 702 566 211 493 0 0 0 0

　 事業委託費 0 0 0 0

　 事業物件費(需用費・役務費等) 0 0 0 0

　 その他 0 0 0 0
事業運営に係るコスト(自主事業分)の合計 0 0 0 0

その他 0 0 0 0

　 人件費 831 192 1,458 827 0 0 0 0

人に係るコストの合計 831 192 1,458 827 0 0 0 0

②合計 2,624 866 2,262 1,917 0 0 0 0

純収支　　　　　①-② -2,624 -866 -2,262 -1,917 0 0 0 0

■利用状況 ■施設外観

データ項目 R02(2020) R03(2021) R04(2022)

開館日数 0 0 0

年間利用者数 63,000 0 0

■管理・運営情報

運営管理者

運営形態 直営 指定期間 -

開館時間 休館日 なし

■単位あたり経費等

データ項目 R02(2020) R03(2021) R04(2022) 平均 類似平均

床面積あたり支出（円/㎡） 43,501.3 14,356.8 61,135.1 39,664.4 41,937.9

利用者あたり支出（円/人） 41.7 0 0 13.9 0

人口あたり支出（円/人） 18.9 6.3 16.6 13.9 8.9
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施設名称 花沢の里休憩所
開設年 1982 年 対象年度 令和04（2022）年度

代表建築年 1981 年 施設番号 1002070001 中学校区 東益津中学校

花沢の里最上流部の休憩施設であり、近年夏場のホタル観賞の他多くの方が利用し人気の高いスポットである。

施設概要

基本情報

所在地 焼津市花沢714-3 大分類 産業関連施設 敷地面積（㎡）

所管部署 商工観光課 小分類 観光施設（その他） 延床面積（㎡） 37

用途地域 その他 財産種別 行政財産 施設棟数 2棟

設置根拠法令 設置条例 建物所有 市有

利用者 市民及び観光者 緯度 34.908 　

標高 77 経度 138.331 　

災害発生時の位置付け

災害対策本部 津波避難場所 避難地 避難所 福祉避難所 救護所 その他

建物情報

建物名 年 延床面積 構造 階数 耐震状況 劣化度
建築 築後 （㎡） 診断 補強 屋根 外部 内部 電気 空調 衛生 搬送 総合 点数

観光四阿 1982 40 27 W 1 対象外 対象外 Ⅲ － － － － － － Ｂ 3

休憩所(きのこ） 1982 40 10 S 1 対象外 対象外 Ⅱ － － － － － － Ａ 4

　※上表には、延べ床面積の大きい順に最大８棟までを表示しています

管理運営情報

■経費情報

収入 市の収支（千円） 指定管理者の収支（千円）

区分 R02年度 R03年度 R04年度 平均 R02年度 R03年度 R04年度 平均
(2020) (2021) (2022) (2020) (2021) (2022)

使用料(減免後) 0 0 0 0

指定管理料 0 0 0 0

利用料金収入 0 0 0 0

自主事業収入 0 0 0 0

その他の収入 0 0 0 0 0 0 0 0

①合計 0 0 0 0 0 0 0 0

支出

　 光熱水費 14 10 9 11 0 0 0 0

　 工事請負費・修繕費 847 72 567 495 0 0 0 0

　 土地・建物等の使用料・賃借料 43 26 17 29 0 0 0 0

　 施設・設備管理委託料 187 0 0 62 0 0 0 0

　 その他 0 0 0 0 0 0 0 0

施設に係るコストの合計 1,091 108 593 597 0 0 0 0

　 事業委託費 157 554 211 3



設

次評価

項目 評価 備考

■

劣

2次評価

分類 評価項目

化

評価

①設置目的の意義

度

が低下していないか 低

Ａ

下していない

(1)公

3

益性 ②サービス内容が

.

設置目的に即している

バ

か 即している

1.公共

リ

性 ③利用実態が設置目

ア

的に即しているか 即し

フ

ている

(2)必需性
④

リ

市が自ら運営主体とし

ー

て関与すべき施設か 市

対

が運営主体である必要

応

性は高い

⑤法律等によ

Ｄ

り設置が義務付けられ

5

ている施設か 義務付け

.

られていない

(1)利

経

用度
⑥定員等に対する

費

充足率はどうか（該当

状

施設のみ記入）

2.有

況

効性
⑦今後の人口減少

Ｃ

、少子高齢化を踏まえ、利用者数の見込みはどうか 増加が見込まれる

(2)互換性
⑧施設の利用実態から利用圏域はどうか 広域

⑨利用圏域の中で、同種、同類の施設は存在するか 存在する

⑩民営化が可能な施設か 不可能

3.代替性 (1)民間参入の可能性 ⑪管理運営において、民間事業者のノウハウが活用できる施設か 不可能

⑫民間施設等を活用した利用補助等の新たな代替施策で対応できるか 不可能

評価者 商工観光課

■3次評価

建物の評価

評価 廃止

理由

令和６年度末で土地賃貸借契約が終了するため、施設の廃止を令和６年度に実施する。

今後の方向性

施設の廃止をする。

機能の評価

評価 廃止

理由

花沢ビジターセンターに機能を集約し、（トイレ及び休憩所）花沢の里休憩所を廃止する。

今後の方向性

施設の廃止をする。

評価者 商工観光課

※「評価」欄が「現状維持」の施設については「今後の方向性」欄は記載しない
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1.施

施設評価

■１



設備管理委託料 184 95 33 104 0 0 0 0

　 その他 0 0 0 0 0 0 0 0

施設に係るコストの合計 778 274 186 413 0 0 0 0

　 事業委託費 397 838 643 626 0 0 0 0

　 事業物件費(需用費・役務費等) 460 12 35 169 0 0 0 0

　 その他 0 0 0 0 0 0 0 0
事業運営に係るコスト(自主事業以外)の合計 857 850 678 795 0 0 0 0

　 事業委託費 0 0 0 0

　 事業物件費(需用費・役務費等) 0 0 0 0

　 その他 0 0 0 0
事業運営に係るコスト(自主事業分)の合計 0 0 0 0

その他 0 0 0 0

　 人件費 831 192 182 402 0 0 0 0

人に係るコストの合計 831 192 182 402 0 0 0 0

②合計 2,466 1,316 1,046 1,609 0 0 0 0

純収支　　　　　①-② -2,466 -1,316 -1,046 -1,609 0 0 0 0

■利用状況 ■施設外観

データ項目 R02(2020) R03(2021) R04(2022)

開館日数 0 0 0

年間利用者数 0 0 0

■管理・運営情報

運営管理者

運営形態 直営 指定期間 -

開館時間 休館日 なし

■単位あたり経費等

データ項目 R02(2020) R03(2021) R04(2022) 平均 類似平均

床面積あたり支出（円/㎡） 42,561.3 22,713.2 18,053.2 27,775.9 41,937.9

利用者あたり支出（円/人） 0 0 0 0 0

人口あたり支出（円/人） 17.8 9.6 7.7 11.7 8.9
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施設名称 大井川河口野鳥園トイレ及び休憩所
開設年 1992 年 対象年度 令和04（2022）年度

代表建築年 1992 年 施設番号 1002080001 中学校区 大井川中学校

野鳥の棲息地としてたくさんの水鳥たちが集まる大井川河口にある施設。バードウォッチングに多くの方が来園することから、トイレや休憩施設も設けられた。

施設概要

基本情報

所在地 焼津市飯淵2036 大分類 産業関連施設 敷地面積（㎡）

所管部署 商工観光課 小分類 観光施設（その他） 延床面積（㎡） 57.94

用途地域 工業専用地域 財産種別 行政財産 施設棟数 3棟

設置根拠法令 設置条例 建物所有 市有

利用者 市民及び観光者 緯度 34.771 　

標高 2.9 経度 138.297 　

災害発生時の位置付け

災害対策本部 津波避難場所 避難地 避難所 福祉避難所 救護所 その他

建物情報

建物名 年 延床面積 構造 階数 耐震状況 劣化度
建築 築後 （㎡） 診断 補強 屋根 外部 内部 電気 空調 衛生 搬送 総合 点数

屋外便所 1992 30 31.46 W 1 対象外 対象外 － － Ⅲ － － － － Ｂ 3

四阿（西側） 1992 30 13.24 W 1 対象外 対象外 Ⅱ － Ⅲ － － － － Ａ 3.5

四阿（東側） 1992 30 13.24 W 1 対象外 対象外 Ⅱ － Ⅲ － － － － Ａ 3.5

　※上表には、延べ床面積の大きい順に最大８棟までを表示しています

管理運営情報

■経費情報

収入 市の収支（千円） 指定管理者の収支（千円）

区分 R02年度 R03年度 R04年度 平均 R02年度 R03年度 R04年度 平均
(2020) (2021) (2022) (2020) (2021) (2022)

使用料(減免後) 0 0 0 0

指定管理料 0 0 0 0

利用料金収入 0 0 0 0

自主事業収入 0 0 0 0

その他の収入 0 0 0 0 0 0 0 0

①合計 0 0 0 0 0 0 0 0

支出

　 光熱水費 37 38 30 35 0 0 0 0

　 工事請負費・修繕費 555 138 120 271 0 0 0 0

　 土地・建物等の使用料・賃借料 2 3 3 3 0 0 0 0

　 施設・



施

施設評価

■１次評

設

価

項目 評価 備考

■2次

劣

評価

分類 評価項目 評価

化

①設置目的の意義が低

度

下していないか 低下し

Ｂ

ている

(1)公益性 ②

2

サービス内容が設置目

.

的に即しているか 即し

耐

ていない

1.公共性 ③

震

利用実態が設置目的に

性

即しているか 即してい

能

ない

(2)必需性
④市

Ｂ

が自ら運営主体として

3

関与すべき施設か 市が

.

運営主体である必要性

バ

は高い

⑤法律等により

リ

設置が義務付けられて

ア

いる施設か 義務付けら

フ

れていない

(1)利用

リ

度
⑥定員等に対する充

ー

足率はどうか（該当施

対

設のみ記入）

2.有効

応

性
⑦今後の人口減少、

Ｄ

少子高齢化を踏まえ、

5

利用者数の見込みはど

.

うか 減少が見込まれる

経

(2)互換性
⑧施設の

費

利用実態から利用圏域

状

はどうか 広域

⑨利用圏

況

域の中で、同種、同類

Ｂ

の施設は存在するか 存在しない

⑩民営化が可能な施設か 不可能

3.代替性 (1)民間参入の可能性 ⑪管理運営において、民間事業者のノウハウが活用できる施設か 不可能

⑫民間施設等を活用した利用補助等の新たな代替施策で対応できるか 不可能

評価者 商工観光課

■3次評価

建物の評価

評価 現状維持

理由

施設の存続している間は、必要な修繕等を行い、本施設を維持管理していく。

今後の方向性

機能の評価

評価 現状維持

理由

施設の存続している間は、公衆衛生の維持のために必要であり、他に代替となる施設がないため、本施設の機能を維持していく。

今後の方向性

評価者 商工観光課

※「評価」欄が「現状維持」の施設については「今後の方向性」欄は記載しない
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事業委託費 0 0 0 0 0 0 0 0

　 事業物件費(需用費・役務費等) 0 0 0 0 0 0 0 0

　 その他 0 0 0 0 0 0 0 0
事業運営に係るコスト(自主事業以外)の合計 0 0 0 0 0 0 0 0

　 事業委託費 0 0 0 0

　 事業物件費(需用費・役務費等) 0 0 0 0

　 その他 0 0 0 0
事業運営に係るコスト(自主事業分)の合計 0 0 0 0

その他 0 0 0 0

　 人件費 415 1,426 1,228 1,023 0 0 0 0

人に係るコストの合計 415 1,426 1,228 1,023 0 0 0 0

②合計 415 1,426 1,228 1,023 0 0 0 0

純収支　　　　　①-② -415 -1,426 -1,228 -1,023 0 0 0 0

■利用状況 ■施設外観

データ項目 R02(2020) R03(2021) R04(2022)

開館日数 452 359 359

年間利用者数 2,493 2,108 2,040

■管理・運営情報

運営管理者

運営形態 民営（貸付） 指定期間 -

開館時間 8:30～17:15 休館日 土曜日、日曜日、祝日

■単位あたり経費等

データ項目 R02(2020) R03(2021) R04(2022) 平均 類似平均

床面積あたり支出（円/㎡） 1,770.0 6,082.1 5,237.6 4,363.2 3,161.8

利用者あたり支出（円/人） 166.5 676.5 602.0 481.7 540.3

人口あたり支出（円/人） 3.0 10.4 9.0 7.5 7.4
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施設名称 ワークプラザ
開設年 2001 年 対象年度 令和04（2022）年度

代表建築年 2001 年 施設番号 1003010001 中学校区 大井川中学校

シルバー人材センターの活動拠点とし、作業、研修、会議等の用に供することを目的に設置（旧大井川町）され、シルバー人材センター事務所・作業所として利用されてい

施設概要
る。

基本情報

所在地 焼津市宗高949-1 大分類 産業関連施設 敷地面積（㎡） 631.04

所管部署 商工観光課 小分類 商工施設 延床面積（㎡） 234.46

用途地域 その他 財産種別 行政財産 施設棟数 1棟

設置根拠法令 高年齢者等の雇用の安定等に関する法律第５条 設置条例 無し 建物所有 市有

利用者 公益社団法人焼津市シルバー人材センター 緯度 34.806 　

標高 8.7 経度 138.287 　

災害発生時の位置付け

災害対策本部 津波避難場所 避難地 避難所 福祉避難所 救護所 その他

建物情報

建物名 年 延床面積 構造 階数 耐震状況 劣化度
建築 築後 （㎡） 診断 補強 屋根 外部 内部 電気 空調 衛生 搬送 総合 点数

事務所 2001 21 234.46 LS 1 対象外 対象外 Ⅲ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ － Ａ 3.7

　※上表には、延べ床面積の大きい順に最大８棟までを表示しています

管理運営情報

■経費情報

収入 市の収支（千円） 指定管理者の収支（千円）

区分 R02年度 R03年度 R04年度 平均 R02年度 R03年度 R04年度 平均
(2020) (2021) (2022) (2020) (2021) (2022)

使用料(減免後) 0 0 0 0

指定管理料 0 0 0 0

利用料金収入 0 0 0 0

自主事業収入 0 0 0 0

その他の収入 0 0 0 0 0 0 0 0

①合計 0 0 0 0 0 0 0 0

支出

　 光熱水費 0 0 0 0 0 0 0 0

　 工事請負費・修繕費 0 0 0 0 0 0 0 0

　 土地・建物等の使用料・賃借料 0 0 0 0 0 0 0 0

　 施設・設備管理委託料 0 0 0 0 0 0 0 0

　 その他 0 0 0 0 0 0 0 0

施設に係るコストの合計 0 0 0 0 0 0 0 0

　 



施

施設評価

■１

設

次評価

項目 評価 備考

■

劣

2次評価

分類 評価項目

化

評価

①設置目的の意義

度

が低下していないか 低

Ａ

下していない

(1)公

2

益性 ②サービス内容が

.

設置目的に即している

耐

か 即している

1.公共

震

性 ③利用実態が設置目

性

的に即しているか 即し

能

ている

(2)必需性
④

Ｂ

市が自ら運営主体とし

4

て関与すべき施設か 市

.

が運営主体である必要

利

性は低くなりつつある

用

⑤法律等により設置が

状

義務付けられている施

況

設か 法定だが必置では

(

ない

(1)利用度
⑥定

稼

員等に対する充足率は

働

どうか（該当施設のみ

率

記入）

2.有効性
⑦今

等

後の人口減少、少子高

)

齢化を踏まえ、利用者

Ｂ

数の見込みはどうか 増

5

減は見込まれない

(2

.

)互換性
⑧施設の利用

経

実態から利用圏域はど

費

うか 広域

⑨利用圏域の

状

中で、同種、同類の施

況

設は存在するか 存在し

Ｄ

ない

⑩民営化が可能な施設か 不可能

3.代替性 (1)民間参入の可能性 ⑪管理運営において、民間事業者のノウハウが活用できる施設か 不可能

⑫民間施設等を活用した利用補助等の新たな代替施策で対応できるか 検討の余地あり

評価者 商工観光課

■3次評価

建物の評価

評価 現状維持

理由

今後５年間に大規模改修は必要ないため現状維持とする。

今後の方向性

機能の評価

評価 現状維持

理由

高齢者の就業機会の確保や、生きがいのある生活を送る高齢者の創出に貢献できている施設である。
旧焼津地区の会員の利便性向上等を目的に、将来、施設機能を移転する予定であるが、当面は現状維持とする。

今後の方向性

評価者 商工観光課

※「評価」欄が「現状維持」の施設については「今後の方向性」欄は記載しない
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0 0 0 0 0 0

施設に係るコストの合計 158 81 0 80 0 0 0 0

　 事業委託費 0 0 0 0 0 0 0 0

　 事業物件費(需用費・役務費等) 0 28 9 12 0 0 0 0

　 その他 0 0 0 0 0 0 0 0
事業運営に係るコスト(自主事業以外)の合計 0 28 9 12 0 0 0 0

　 事業委託費 0 0 0 0

　 事業物件費(需用費・役務費等) 0 0 0 0

　 その他 0 0 0 0
事業運営に係るコスト(自主事業分)の合計 0 0 0 0

その他 0 0 0 0

　 人件費 411 612 770 598 0 0 0 0

人に係るコストの合計 411 612 770 598 0 0 0 0

②合計 569 721 779 690 0 0 0 0

純収支　　　　　①-② -498 -642 -702 -614 0 0 0 0

■利用状況 ■施設外観

データ項目 R02(2020) R03(2021) R04(2022)

開館日数 357 356 356

年間利用者数 3,504 2,278 1,155

■管理・運営情報

運営管理者

運営形態 委託 指定期間 -

開館時間 9:00～22:00 休館日 年末年始

■単位あたり経費等

データ項目 R02(2020) R03(2021) R04(2022) 平均 類似平均

床面積あたり支出（円/㎡） 793.1 1,005.0 1,085.9 961.3 3,161.8

利用者あたり支出（円/人） 162.4 316.5 478.5 319.1 540.3

人口あたり支出（円/人） 4.1 5.2 5.7 5.0 7.4
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施設名称 大井川商工業研修センター
開設年 1984 年 対象年度 令和04（2022）年度

代表建築年 1984 年 施設番号 1003020001 中学校区 大井川中学校

商工業の振興に資することを目的として、大井川町役場隣地に設置された。大井川商工会が入居しているほか、講堂、会議室、小会議室、和室の４部屋を有料で利用できる

施設概要
。

基本情報

所在地 焼津市宗高900 大分類 産業関連施設 敷地面積（㎡）

所管部署 商工観光課 小分類 商工施設 延床面積（㎡） 717.41

用途地域 その他 財産種別 行政財産 施設棟数 2棟

設置根拠法令 設置条例 焼津市大井川商工業研修センター条例 建物所有 市有

利用者 市民、行政 緯度 34.803 　

標高 8.7 経度 138.284 　

災害発生時の位置付け

災害対策本部 津波避難場所 避難地 避難所 福祉避難所 救護所 その他

建物情報

建物名 年 延床面積 構造 階数 耐震状況 劣化度
建築 築後 （㎡） 診断 補強 屋根 外部 内部 電気 空調 衛生 搬送 総合 点数

研修センター 1984 38 595.91 RC 2 対象外 対象外 Ⅲ Ⅱ Ⅲ Ⅱ Ⅱ Ⅱ － Ａ 3.5

事務所 1984 38 121.5 RC 2 対象外 対象外 Ⅲ Ⅱ － － － － － Ｂ 2.7

　※上表には、延べ床面積の大きい順に最大８棟までを表示しています

管理運営情報

■経費情報

収入 市の収支（千円） 指定管理者の収支（千円）

区分 R02年度 R03年度 R04年度 平均 R02年度 R03年度 R04年度 平均
(2020) (2021) (2022) (2020) (2021) (2022)

使用料(減免後) 59 79 77 72

指定管理料 0 0 0 0

利用料金収入 0 0 0 0

自主事業収入 0 0 0 0

その他の収入 12 0 0 4 0 0 0 0

①合計 71 79 77 76 0 0 0 0

支出

　 光熱水費 0 0 0 0 0 0 0 0

　 工事請負費・修繕費 158 81 0 80 0 0 0 0

　 土地・建物等の使用料・賃借料 0 0 0 0 0 0 0 0

　 施設・設備管理委託料 0 0 0 0 0 0 0 0

　 その他 0 0



1.

施設評

施

価

■１次評価

項目 評価

設

備考

■2次評価

分類 評

劣

価項目 評価

①設置目的

化

の意義が低下していな

度

いか 低下していない

(

Ｂ

1)公益性 ②サービス

2

内容が設置目的に即し

.

ているか 即している

1

耐

.公共性 ③利用実態が

震

設置目的に即している

性

か 即している

(2)必

能

需性
④市が自ら運営主

Ａ

体として関与すべき施

3

設か 市が運営主体であ

.

る必要性は高い

⑤法律

バ

等により設置が義務付

リ

けられている施設か 義

ア

務付けられていない

(

フ

1)利用度
⑥定員等に

リ

対する充足率はどうか

ー

（該当施設のみ記入）

対

2.有効性
⑦今後の人

応

口減少、少子高齢化を

Ｃ

踏まえ、利用者数の見

4

込みはどうか 減少が見

.

込まれる

(2)互換性

利

⑧施設の利用実態から

用

利用圏域はどうか 広域

状

⑨利用圏域の中で、同

況

種、同類の施設は存在

(

するか 存在しない

⑩民

稼

営化が可能な施設か 不

働

可能

3.代替性 (1)

率

民間参入の可能性 ⑪管

等

理運営において、民間

)

事業者のノウハウが活

Ｄ

用できる施設か 不可能

5

⑫民間施設等を活用し

.

た利用補助等の新たな

経

代替施策で対応できる

費

か 不可能

評価者 商工観

状

光課

■3次評価

建物の

況

評価

評価 現状維持

理由

Ａ

今後５年間に大規模改修は必要ないため現状維持とする。

今後の方向性

機能の評価

評価 現状維持

理由

令和５年度中に施設機能を改修後の大井川保健相談センターへ移転し、移転後の建物は公有財産課で改修工事（詳細未定）を行う予定。

今後の方向性

評価者 商工観光課

※「評価」欄が「現状維持」の施設については「今後の方向性」欄は記載しない
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駿河 交

199 0 0 0 0

支出

　 光熱水費 1,255 1,339 2,397 1,664 0 0 0 0

　 工事請負費・修繕費 3,517 142 250 1,303 0 0 0 0

　 土地・建物等の使用料・賃借料 0 0 0 0 0 0 0 0

　 施設・設

流

備管理委託料 1,114 1,114 952 1,060 0 0 0 0

　 その他 0 0 0 0 0 0 0 0

施設に係るコストの合計 5,886 2,595 3,599 4,027 0 0 0 0

　 事業委託費 6,908 6,765 7,131 6,

施

935 0 0 0 0

　 事業物件費(需用費・役務費等) 573 329 331 411 0 0 0 0

　 その他 223 178 158 186 0 0 0 0
事業運営に係るコスト(自主事業以外)の合計 7,704 7,272 7,620 7,5

設

32 0 0 0 0

　 事業委託費 0 0 0 0

　 事業物件費(需用費・役務費等) 0 0 0 0

　 その他 0 0 0 0
事業運営に係るコスト(自主事業分)の合計 0 0 0 0

その他 0 0 0 0

　 人件費 3,275 2,674 2,006 2,

（

652 0 0 0 0

人に係るコストの合計 3,275 2,674 2,006 2,652 0 0 0 0

②合計 16,865 12,541 13,225 14,210 0 0 0 0

純収支　　　　　①-② -16,627 -12,387 -13

深

,019 -14,011 0 0 0 0

■利用状況 ■施設外観

データ項目 R02(2020) R03(2021) R04(2022)

開館日数 287 308 308

年間利用者数 25,182 28,076 33,378

■管理・運営

層

情報

運営管理者

運営形態 委託 指定期間 -

開館時間 9:00～17:00 休館日 月曜日

■単位あたり経費等

データ項目 R02(2020) R03(2021) R04(2022) 平均 類似平均

床面積あたり支出（円/㎡） 54

水

,888.4 40,815.6 43,041.7 46,248.6 75,508.7

利用者あたり支出（円/人） 669.7 446.7 396.2 504.2 826.9

人口あたり支出（円/人） 121.8 91.3 96.

ミ

8 103.3 113.2
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ュ湾 ージ

アム）
施設名称

開設年 2004 年 対象年度 令和04（2022）年度

代表建築年 2003 年 施設番号

深

1004010001 中学校区 焼津中学校

「焼津市駿河湾深層水脱塩施設」に隣接して、深層水の取水地である焼津市として、児童・生徒や一般の方を対象に駿河湾深層水に関する知識・情報を普及、啓発、発信す

施設概要

層

ることによって、焼津市をＰＲするとともに、「漁港と都市の共生・対流」を図るため、開館した。１階に駿河湾や深層水に関連する映像、パネル、模型等を配備した展示

室、2階に研修学習室がある。

基本情報

所在地 焼津

水

市鰯ケ島136-24 大分類 産業関連施設 敷地面積（㎡） 1,301.1

所管部署 漁港振興課 小分類 水産関連施設 延床面積（㎡） 307.26

用途地域 準工業地域 財産種別 行政財産 施設棟数 1棟

設置根拠法令 なし 設置条例 な

利

し 建物所有 市有

利用者 児童、生徒、一般 緯度 34.859 　

標高 2.7 経度 138.326 　

災害発生時の位置付け

災害対策本部 津波避難場所 避難地 避難所 福祉避難所 救護所 その他

〇

建物情報

建物名 年 延床面積 構造 階数 耐震

用

状況 劣化度
建築 築後 （㎡） 診断 補強 屋根 外部 内部 電気 空調 衛生 搬送 総合 点数

深層水利用促進交流施設「深層水ミュ 2004 18 307.26 RC 2 対象外 対象外 Ⅲ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ａ 3.7
ージアム」

　※上表には、延べ床面積

促

の大きい順に最大８棟までを表示しています

管理運営情報

■経費情報

収入 市の収支（千円） 指定管理者の収支（千円）

区分 R02年度 R03年度 R04年度 平均 R02年度 R03年度 R04年度 平均
(2020) (2021

進

) (2022) (2020) (2021) (2022)
使用料(減免後) 0 0 0 0

指定管理料 0 0 0 0

利用料金収入 0 0 0 0

自主事業収入 0 0 0 0

その他の収入 238 154 206 199 0 0 0 0

①合計 238 154 206



施

施設

設

評価

■１次評価

項目 評

劣

価 備考

■2次評価

分類

化

評価項目 評価

①設置目

度

的の意義が低下してい

Ａ

ないか 低下していない

2

(1)公益性 ②サービ

.

ス内容が設置目的に即

耐

しているか 即している

震

1.公共性 ③利用実態

性

が設置目的に即してい

能

るか 即している

(2)

Ａ

必需性
④市が自ら運営

3

主体として関与すべき

.

施設か 市が運営主体で

バ

ある必要性は高い

⑤法

リ

律等により設置が義務

ア

付けられている施設か

フ

義務付けられていない

リ

(1)利用度
⑥定員等

ー

に対する充足率はどう

対

か（該当施設のみ記入

応

）

2.有効性
⑦今後の

Ａ

人口減少、少子高齢化

4

を踏まえ、利用者数の

.

見込みはどうか 増減は

利

見込まれない

(2)互

用

換性
⑧施設の利用実態

状

から利用圏域はどうか

況

広域

⑨利用圏域の中で

(

、同種、同類の施設は

稼

存在するか 存在する

⑩

働

民営化が可能な施設か

率

不可能

3.代替性 (1

等

)民間参入の可能性 ⑪

)

管理運営において、民

Ｂ

間事業者のノウハウが活用できる施設か 不可能

⑫民間施設等を活用した利用補助等の新たな代替施策で対応できるか 不可能

評価者 漁港振興課

■3次評価

建物の評価

評価 現状維持

理由

今後5年間に大規模な改修は必要ないため現状維持とする。

今後の方向性

機能の評価

評価 現状維持

理由

深層水の情報発信をする施設として利用されているため、現状維持とする。

今後の方向性

評価者 漁港振興課

※「評価」欄が「現状維持」の施設については「今後の方向性」欄は記載しない
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 光熱水費 0 0 0 0 0 0 0 0

　 工事請負費・修繕費 4,554 2,798 2,294 3,215 0 0 0 0

　 土地・建物等の使用料・賃借料 0 0 0 0 0 0 0 0

　 施設・設備管理委託料 3,853 3,788 3,740 3,794 0 0 0 0

　 その他 0 0 0 0 0 0 0 0

施設に係るコストの合計 8,407 6,586 6,034 7,009 0 0 0 0

　 事業委託費 7,073 6,655 6,777 6,835 0 0 0 0

　 事業物件費(需用費・役務費等) 334 318 254 302 0 0 0 0

　 その他 1,191 1,338 1,807 1,445 0 0 0 0
事業運営に係るコスト(自主事業以外)の合計 8,598 8,311 8,838 8,582 0 0 0 0

　 事業委託費 0 0 0 0

　 事業物件費(需用費・役務費等) 0 0 0 0

　 その他 0 0 0 0
事業運営に係るコスト(自主事業分)の合計 0 0 0 0

その他 0 0 0 0

　 人件費 2,468 2,067 2,836 2,457 0 0 0 0

人に係るコストの合計 2,468 2,067 2,836 2,457 0 0 0 0

②合計 19,473 16,964 17,708 18,048 0 0 0 0

純収支　　　　　①-② -15,842 -13,453 -14,241 -14,512 0 0 0 0

■利用状況 ■施設外観

データ項目 R02(2020) R03(2021) R04(2022)

開館日数 308 307 307

年間利用者数 14,997 14,670 14,081

■管理・運営情報

運営管理者

運営形態 委託 指定期間 -

開館時間 10:00～15:00 休館日 月曜日

■単位あたり経費等

データ項目 R02(2020) R03(2021) R04(2022) 平均 類似平均

床面積あたり支出（円/㎡） 118,737.8 103,439.0 107,975.6 110,050.8 75,508.7

利用者あたり支出（円/人） 1,298.5 1,156.4 1,257.6 1,237.5 826.9

人口あたり支出（円/人） 140.6 123.5 129.6 131.2 113.2
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施設名称 駿河湾深層水脱塩施設
開設年 2003 年 対象年度 令和04（2022）年度

代表建築年 2002 年 施設番号 1004020001 中学校区 焼津中学校

県により駿河湾深層水の取水供給施設が建設され、水産業や食品関連産業のほか、新たな産業分野への深層水の利活用を促進することを主目的として、当施設を整備した。

施設概要
公共では国内初の「逆浸透膜脱塩装置」と「電気透析脱塩装置」の２種類の脱塩装置を導入し、４種類の深層水脱塩水を製造することができたが、平成29年度より「逆浸透

膜脱塩装置」による2種類の脱塩水のみ製造している。

基本情報

所在地 焼津市鰯ケ島136-24 大分類 産業関連施設 敷地面積（㎡） 1,301.1

所管部署 漁港振興課 小分類 水産関連施設 延床面積（㎡） 164

用途地域 準工業地域 財産種別 行政財産 施設棟数 1棟

設置根拠法令 なし 設置条例 なし 建物所有 市有

利用者 産業利用者、一般 緯度 34.859 　

標高 2.7 経度 138.326 　

災害発生時の位置付け

災害対策本部 津波避難場所 避難地 避難所 福祉避難所 救護所 その他

建物情報

建物名 年 延床面積 構造 階数 耐震状況 劣化度
建築 築後 （㎡） 診断 補強 屋根 外部 内部 電気 空調 衛生 搬送 総合 点数

深層水脱塩施設 2003 19 164 S 1 対象外 対象外 Ⅲ Ⅰ Ⅱ Ⅱ － － － Ａ 3.6

　※上表には、延べ床面積の大きい順に最大８棟までを表示しています

管理運営情報

■経費情報

収入 市の収支（千円） 指定管理者の収支（千円）

区分 R02年度 R03年度 R04年度 平均 R02年度 R03年度 R04年度 平均
(2020) (2021) (2022) (2020) (2021) (2022)

使用料(減免後) 0 0 0 0

指定管理料 0 0 0 0

利用料金収入 0 0 0 0

自主事業収入 0 0 0 0

その他の収入 3,631 3,511 3,467 3,536 0 0 0 0

①合計 3,631 3,511 3,467 3,536 0 0 0 0

支出

　



設

■１次評価

項目 評価 備

劣

考

■2次評価

分類 評価

化

項目 評価

①設置目的の

度

意義が低下していない

Ａ

か 低下しつつある

(1

2

)公益性 ②サービス内

.

容が設置目的に即して

耐

いるか 即している

1.

震

公共性 ③利用実態が設

性

置目的に即しているか

能

即している

(2)必需

Ａ

性
④市が自ら運営主体

4

として関与すべき施設

.

か 市が運営主体である

利

必要性は高い

⑤法律等

用

により設置が義務付け

状

られている施設か 義務

況

付けられていない

(1

(

)利用度
⑥定員等に対

稼

する充足率はどうか（

働

該当施設のみ記入）

2

率

.有効性
⑦今後の人口

等

減少、少子高齢化を踏

)

まえ、利用者数の見込

Ｂ

みはどうか 増減は見込まれない

(2)互換性
⑧施設の利用実態から利用圏域はどうか 広域

⑨利用圏域の中で、同種、同類の施設は存在するか 存在しない

⑩民営化が可能な施設か 不可能

3.代替性 (1)民間参入の可能性 ⑪管理運営において、民間事業者のノウハウが活用できる施設か 不可能

⑫民間施設等を活用した利用補助等の新たな代替施策で対応できるか 不可能

評価者 漁港振興課

■3次評価

建物の評価

評価 現状維持

理由

今後5年間に大規模な改修は必要ないため現状維持とする。

今後の方向性

機能の評価

評価 現状維持

理由

新たな産業分野への深層水の利用を促進する施設であり、今後の方向性を検討しつつ現状維持とする。

今後の方向性

評価者 漁港振興課

※「評価」欄が「現状維持」の施設については「今後の方向性」欄は記載しない
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1.施

施設評価


